
会議等名 平成 19 年度 第 4 回海老名市総合計画審議会 
日    時 平成 19 年 8 月 6 日(水) 10：00～12：00 
場    所 海老名市役所 3F  政策審議室 
出 席 者 内野市長 

委 員：鈴木(守)会長、矢野委員、橘川委員、鈴木(輝)委員、三宅委員 

森川委員、石井（正）委員、赤井委員、間宮委員、高林委員、 

西井委員、岡本委員、菅谷委員（欠席 井上委員、石井(伸)委員）

事務局：山本部長、瀬戸課長、秦主幹、内田主査 
(傍聴者 0) 

１ 開 会（事務局） 

 

２ 海老名市第四次総合計画 基本構想(案)・基本計画(案)の諮問について 

○ 内野市長から海老名市総合計画審議会(鈴木(守)会長)へ、『海老名市第四次総合計画

基本構想(案)・基本計画(案)』を諮問 

 

３ 市長あいさつ 

○ 「海老名市第四次総合計画」は、10 数年後を見据え、今後の 10 年間で行っていくべ

き対策及び海老名市を取り巻く社会情勢の変化への適切な対応を整理し、位置付けを図

ったもの。 
○ 「1 万人市民参加」のもと、策定当初の段階からの市民参加を実践しており、(案)は、

このような協働作業における声や思いから、作成したもの。 
○  今後、(案)の報告や意見収集を行い、12 月議会での基本構想上程をメドとして、作

業を進めていく。 
○ 総合計画審議会において、宜しくご審議・ご議論をいただきたい。 
 
４ 会長あいさつ 

○ 内野市長から「諮問」が総合計画審議会へなされ、審議会としても、海老名市の将来

を見据えた総合計画を審議し、答申することの重要さを身に染みて感じているところ。

○ 特に、市民との協働作業による計画づくりに積極的に取り組み、市民の意見や声が土

台となった計画づくりは、十分に評価できるものと考えている。 
○ 市民の思いを受け止め、今後の策定作業を進めていただきたい。 
○ 総合計画審議会も、市民の計画策定に対する想い・期待を真摯に受け止め、策定の議

論をしていかなければならない。 
○ 委員には、さまざまな角度からのご審議をいただきたい。 
 

５ 議題 (進行 鈴木会長) 

（１） 基本構想について  
○資料に基づき、事務局説明 

・序論 → 策定の視点、市民の思い、社会情勢、市の課題等を整理 

・基本理念 → まちづくりの基本的な方向を示す理念。 
「都市ブランド」は総合計画推進のためのツールであり、基本理念には位

置付けない。 
・将来都市像 → 市のあるべき姿を示す。 
・将来人口 → 推計値を上回る目標人口を設定 
        目標 H24  130000 人、 H29 135000 人、H31 以降 135000 人 



・将来都市構造 →「都市的土地利用ゾーン」、「自然共生土地利用ゾーン」に区分 
「広域軸」「幹線軸」「水辺の軸」「都市拠点」「工業・流通拠点」「レクリェーション

拠点」を設定 

 

≪意見・質疑等≫ 

○ 市の姿勢・考え方が明確となることから、将来人口目標の設定は賛成。 

 

○  将来都市像の説明にも記述されている「丘陵」が減少・崩壊しているため、何らかの

対策を早急に執るべき。  

Ｓ58 頃、減少する横山九里の代替として横浜国立大学教授の指導のもと、「ふるさと

の森」を今泉中学校へ設けた。動植物と身近に接することができ、教育の立場からも素

晴らしい環境である。                       

→ 緑地保全に向けたトラスト活動や基金の設置を検討しているが、基本計画での位置付

けについては、今後の状況による。 

  現在の市民と同数の125,000 本の植樹による「さがみの森づくり事業」を位置付けて

いきたい。 

○ 参考資料P30  都市ブランドの写真は少し古くないか ?  

 

○ 自然や緑の保全は重要であるが、海老名市の緑・自然は人工的に造られ、管理された

ものでしかなく、この管理をすることが困難なのである。 

→ 市内の緑地の多くは「農地」であり、保全等について、関係者と協議をしていきたい。

 

○ 幹線軸・広域軸と拠点間における移動手段についてはどう考えているのか?  

 地域ごとに人が滞留してｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが図られることが必要であるがいかが? 

→ 幹線道路網の整備、公共交通利用促進・TDM施策推進等により、移動の円滑化を図る。

海西地区においては、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝづくりに当たり、相模川河川空間の活用による地域

拠点・ネットワークづくりなどが考えられる。 

○ 秋葉山への交通アクセスはどう考えるのか? 地域の人からの提案を受け入れていっ

ていただきたい。 

→ 地域部会からも意見が出されている。対応可能なものについては、対応していく。 

 

○ 参考資料P18～20の「課題」は、基本目標や基本計画に連動してくるものと解釈する

ことでよいか?  

→ 了。 

 

○食育の位置付けはいかがか ?  

→ 「健康で自立するためのフィールド」中に位置付けしている。 
 
○資料の事前送付をされたい。「基本構想」は本日だけの議論ではないとの解釈でよろし

いか ?  
→ 可能な限り、事前送付に努める。次回審議会以降も基本構想について、ご議論いただ

きたい。 
 
 
 



 
(２)その他 
・市長タウンミーティング  8/19～9/2 
・職員研修会(表彰式)  8 月 17 日(金)10：00～ 401 会議室 
・絵画作品展     8/17～24 庁舎エントランスホール 
          8/29～9/8 市民ギャラリー 

・前回会議録の確認  → HP 掲載 
 
６．閉 会 (鈴木会長) 

以  上 
     

 


